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　市制施行50周年記念式典で司会を務めた林田さん。
都内の大学に通いながら事務所に所属しアナウンサー
として活動をしています。「自分の原点である裾野市
で仕事ができることがうれしかったです。この仕事は
絶対にやりたいと思いました」と司会の依頼を受けた
ときを振り返ります。
　林田さんが、アナウンサーを目指そうと思ったのは
小学５年生のときです。全校集会で司会をしたときに、
低学年の児童の気を引くために行ったアドリブで児童
たちの反応が変わっていく様子を見て、誰かに自分の
言葉を伝えることの楽しさを知りました。放送の楽し
さを知った林田さんは、放送部のある日大三島高校付
属中学校へ進学。中学1年生から、高校生と一緒に訓
練や合宿などの活動をしました。高校３年生のときに
は全国高等学校総合
文化祭の放送の部で
個人全国１位の成績
を収めました。
　「裾野市をはじめ、
全国のいろいろな地
方に実際に行って、まだ知られていない魅力を発見し
て全国へ広げていく活動をしていきたいです。生まれ
育ち、アナウンサーになりたいと
思う機会をくれた裾野市に感謝し
ています。大好きな裾野市の応援
団でいたいです」と笑顔で語って
くれた林田さん。これからの活躍
に期待します。
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　来年３月で閉園する富岡第二
幼稚園の思い出づくりの一環と
して、10月16日㈯、同園の園
児が富岡第二小学校の運動会に
参加しました。園児15人が、
小学生たちの前で『ししまる太
鼓』を元気に披露。最後に参加
者全員で思いを乗せた風船を大
空高く飛ばしました。

富岡の空にふうせん高く

早稲田大学教育学部英語英文学科　４年生
林田 美

み の り
学さん（21歳・町震１）
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